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目的
どのような過程でマリーゴールドによってセンチュ

ウが死ぬのか検証する。

結論
マリーゴールドの根がセンチュウを誘引し、そこに

ある不水溶性もしくは分泌されない物質によりセン
チュウが死ぬ。

現在センチュウ被害が問題となっている。駆除方法として農薬が使われている
が、健康被害が懸念されている。そこで今注目を浴びているのが対抗植物であ
る。その一つがマリーゴールドである。先行研究では、マリーゴールド内のテ
ルチオフェンがセンチュウを死亡させるという説やマリーゴールドがセンチュ
ウ捕食性細菌の活動を促進させることによりセンチュウを死亡させるという説
などが挙げられている。

図1：ニンジンのセンチュウ被害(左)
図2：アフリカンマリーゴールド(右)
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結果

図3：実験1結果 図5：実験3結果

考察
センチュウはマリーゴールドの根から放出される水溶性の化

学物質により誘引され、根を食べることにより死ぬと思われ
る。殺センチュウ物質は水溶性ではないので誘引物質と殺セン
チュウ物質は異なると考えられる。また、実験2においてセン
チュウ捕食性細菌が入らない実験環境下でセンチュウが死亡し
たため、マリーゴールドがセンチュウ捕食性細菌の活動を促進
させることによりセンチュウが死ぬという説は適切でないと考
えられる。さらに、誘引効果のある根だけを土壌にすきこむ方
がセンチュウ駆除に有効だと考えられる。よってマリーゴール
ドの根にはコンパニオンプランツとしての効果がある。

実験2
1. マリーゴールドの根をホモジェナイザーですりつぶす。
2. 純水の入った試験管の中に１の根とセンチュウ10頭を入

れる。
3. 純水にセンチュウ10頭のみを入れたものも用意する。
4. 2日間放置した後生死を確認する。

実験3
1. マリーゴールドを試験管の中で水耕栽培する。
2. 2日間放置した後根をつけていた水をろ過する。
3. ２の入った試験管の中にセンチュウを１０頭ずつ入

れる。
4. その２日後センチュウの生死を確認する。

実験方法

実験3実験1

実験1
1. マリーゴールドの根、茎、葉、花をそれぞれすりつ

ぶし、シャーレの中心に置く。
2. 中心から15㎜離れた4点にセンチュウを置き2日後

のセンチュウの動きを観察する。

実験4
1. 根をメチレンブルーで染める。
2. 寒天培地の上にセンチュウと染めた根を置く。
3. 2日後顕微鏡で観察する。

実験2

今後の展望
・実験の精度を上げる。
・殺センチュウ物質を特定する。
・新たなセンチュウ駆除方法の開発につなげる。
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図4：実験2結果 図6：実験前(左) 実験後(右)
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